
新年度の出発にあたって 

校長 川 島 隆 宏 
校庭の桜は先週の雨にも負けず，新学期を待っているかのように頑張って咲いています。  
いよいよ令和２年度の新学期が始まりました。まずは，お子様の御入学・御進級おめでとうございます。

心からお慶び申し上げます。第一小学校では，本年度，新たに１１２名の新一年生
を迎え，全校児童６５０名，２３学級でのスタートとなりました。 
 御案内のように，昨年度末から「新型コロナウイルス」により，学校の教育活動
だけでなく，社会全体にも大きな影響が出ています。調布市における令和２年度の
教育活動は，始業式，入学式のみの実施となり，ゴールデンウィーク明けの再開と
なりました。長期にわたる臨時休業により，子どもたちだけでなく，保護者の皆様，
地域の皆様には，御不安と御心配をおかけしていることを申し訳なく思っていま
す。４月に予定していた保護者会は５月の授業再開後に実施するなど，今後，教育
課程を大幅に見直し，行事等の変更や延期も含め，お知らせする予定です。（授業
時数の確保のため，夏季休業日の短縮も検討しています。） 
今後も状況の変化により対応してまいりますが，子どもたちの健康と安全を第一に進めていきますので，

御理解と御協力をお願いします。 
さて，本校は，今年，開校１２０年目を迎えました。現在のところ１１月１３日（金）に開校記念式典を

予定しています。先日，周年実行委員会も立ち上がり，地域，保護者の皆様とともに様々な準備を進めてま
いりますので，よろしくお願いします。 
また，本年度から新学習指導要領が全面実施されます。英語やプログラミング教育など，目新しい内容に

目を奪われがちですが，今回の改定には，「学校で学んだことが，子どもたちの『生きる力』につながって
ほしい。これからの社会がいかに変化し，予測困難な時代になっても，『自ら課題を見付け，自ら学び，考
え，判断，行動し』，それぞれに思い描く幸せを実現してほしい。」という思いが込められています。学校に
おける授業も，子どもたちにこのような力を育むために，発達段階に応じ工夫していきます。 
新年度を迎え，心を新たに教職員一丸となって，子どもたちのために頑張ってまいりますので，どうぞよ

ろしくお願いいたします。  
 
【目指す学校像】 
１ 活力に満ちた明るい学校 

第一小学校の子どもたちや教職員が日々生き生きと活動し，躍動感あふれる明るい学校でありたい。そ
のためには，子どもたち一人一人のよさや可能性を見いだし，それを発揮し，活かすことができるように
するための教育活動を展開します。 

２ 子どもたちに夢と希望を抱かせる学校 
子どもたち一人一人が夢や希望をもち，それを大切にし，その夢や希望の実現に向けて努力する学校で

ありたい。そのためには，教職員自らが夢や希望を追い求めるとともに，子どもたちを励まし支える協働
体，組織体としての学校の機能を発揮します。 

３ 教職員の創意と工夫が生きる学校 
１２０年にわたる歴史と伝統を受け継ぎ，第一小学校ならではの教育を行う学校でありたい。そのため

には，特色ある教育活動やこれまでの研究の蓄積を踏まえ，さらに創意・工夫を重ねていきます。 
４ 地域，家庭との連携に努め，地域に開かれた学校 

新学習指導要領に掲げられている「社会に開かれた教育課程」をめざし，その基となる「地域に根差し
た教育活動」を展開し，地域の人々が誇りとする学校でありたい。そのためには，家庭や地域等との連携，
協力を重視し，地域に開かれた学校づくりに取り組んでいきます。 

 
今の子どもたちが大人になる頃は，人工知能が発達し，ロボットが活躍する時代になると言われていま

す。時代がどのように変化しようとも，第一小学校では，自らの頭で考え，自らの言葉で表現・伝え，仲
間と協力しながら，自らの力で物事を進めることができる子どもたち，仲間の痛みが分かる子どもたち，
世の中のために汗をかくことのできる子どもたちを保護者，地域の皆様と育んでいきたいと考えます。 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

４月の生活目標  すすんであいさつをしよう 

「気持ちのよい挨拶や言葉遣いをしよう」が第一小学校の重点生活目標です。 

４月は，自分からすすんで，はっきり元気よく挨拶ができるように，心掛けてほしいと思います。ま

た，校内でお客様に会ったら，自然に挨拶ができるように，指導していきます。 
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～～ 災害発生時の児童の下校方法について ～～ 

   災害発生時の児童の下校方法について、本校の基本行動を次の様に定めます。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎震度５弱以上の地震が調
 布市で発生した場合 
◎地震の警戒宣言が発令さ
 れた場合 

保護者への引き渡しを行います。 
児童は保護者の引き取りがあるまで学校で預かります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◎台風等の風水害被害が予
 想される場合 
◎近隣で凶悪な事件等が発
 生した場合 

安全に下校できることを確認の上，近隣の児童がまとまって一斉に集
団下校を行います。 
危険と判断した場合は，家族の方の引き取りがあるまで学校で預かり
ます。 

◎災害等で交通機関が全面
 ストップした場合 

家族の方の引き取りがあるまで学校で預かります。 

◎校舎の倒壊や火災等により学校内で安全が確保できない場合は，第二避難場所の『自由広場』に
児童を誘導・避難します。 

 

 ○学校からの緊急連絡は，以下の方法で行います。 

   ● 安心・安全メール（携帯メール） 

※ 未登録の方には電話でお知らせしますが，情報が遅れる場合がありますので，ぜひ安全・

安心メールに御登録ください。 

 ● 緊急のお知らせ（インターネットホームページ） 

学校ホームページの作成について 

 
本校では，児童の学習成果や活動を公開し，学校の特色や教育活動について広く一般に理解を得るた

め学校ホームページを作成しています。作成に当たっては， 
○公表するデータは著作権法に違反しないものに限る。 
○プライバシーに関する情報，他人，他団体を誹謗中傷する内容は公開しない。 
○原則として，第三者に児童個人が特定できる写真等は公開しない。 
等，「調布市立学校におけるホームページ作成並びに運営・管理に関する取り扱い基準」に則り行って

います。 

このため，児童の写った画像は，背面からの撮影であったり，ぼやけていて良く分からなかったり，

というようなものを使用することになりますが，保護者の皆様が掲載した画像（写真等）を御覧いただ

き，「これは困った画像だ」と思われる場合は，学校に御連絡いただければ直ちに削除できる体制を整

えています。ぜひ，学校の授業や行事等の様子を御覧いただき，御家庭でお子さんと学校生活について

話し合っていただければと思っております。今後とも変わらぬ御理解と御協力をいただきますよう，お

願いいたします。 

☆災害の状況により，本校は地域住
民の避難所となります。 

＜各種相談窓口について＞ 

スクールカウンセラー いじめ相談 ハラスメント相談 

都スクールカウンセラー(月) 

市スクールカウンセラー(木) 

以上２名が，児童や保護者の相

談に対して，アドバイスや必要な

対応を行います。 

副校長，生活指導主幹，コーディ

ネーター，養護教諭 

以上４名が相談を受け対応しま

すが，担任にも御相談ください。 

副校長,教務主幹,養護教諭，事務

主事 

以上４名がセクシャルハラスメ

ントやパワーハラスメントの相談

を受け対応します。 

 


